
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        昨年 5 月、ニュースを見ていて、

突然「リニア中央新幹線トンネル工事に伴う、水枯

れ（井枯れ）が発生しました」という内容が登場し

ました。地域を確認したら、岐阜県瑞浪市大湫町で、

そのあたりは黄柳野高校では馴染みの地域でした。

瑞浪市には昔から探検部がクライミングをするた

めに通っていたのです。 

「あの瑞浪で？」「そんなところがリニアの沿線？」

というのが正直な最初の印象。気になったのでニュ

ースをよく見るようになりました。すると、昨年Ｇ

Ｅでも訪問した南アルプストンネル工事で懸念さ

れていることが瑞浪市大湫町で起こっていたので

す。それは地域の地下にトンネルを堀り始めたこと

で、地中の水が抜け、地域で大切していた井戸の水

が無くなったということです。身近な地域だったの

で、さらに情報を得てみると、水が枯れた井戸は地

域にとって日常的に使用していたもので、大切なも

のであること、地域の方は困惑し、工事をしている

JR 東海は解決策を見いだせていないことがわかっ

てきました。 

これはとんでもないことが起きている…リニア工

事がたくさんの場所で問題が起きていることは知

っていましたが、このことをキッカケに一気に身近

なことになってきました。 

そして、今年度になってもいつも心のどこかで大湫

町のことがひっかかっていました。 

 夏になり、個人的に南アルプスに５日間の沢登り

に入りました。南アルプスは素晴らしい世界です。

豊かな自然・命溢れる環境があり、ここに来るとい

つも心が高揚します。そして同時に、「この地下にリ

ニアトンネルができたら、この豊かな沢と命が失わ

れてしまうのではないか…」という不安がよぎるで

す。 

下山後、「リニア問題をそのままにできない」という

気持ちはさらに大きくなり、少しでもこの現状を学

ぶ必要があると考え、行動に出たのです。「あの大湫

に行かないと」「大湫の水枯れの現状を自らの心と

体、全てで見てこないと」「未来を作る高校生たちと

学びたい」と思ったです。そして、知り合いを頼り

に大湫の方々と連絡をとり、実現した今回の大湫町

訪問です。その訪問記をここで記したいと思いま

す。 

 

2025 年 12 月  

2学期後半のグレートアースは遊びを通して磨かれた感性で命について学びを深めます。1学期には海の山の繋がり（環境）を、9月は広島原爆投下について（平

和）を、そして今回は社会と向き合う時間です。グレートアースが誕生してからずっと追い続けているテーマ「リニア新幹線工事」についてです。日本中様々な

ところで工事をきっかけに、そこに息づく命が危機にさらされている現状、人の生活や心に与える影響など学んできました。昨年度は南アルプストンネル工事を

通して、南アルプスの素敵な生き物たちについても学びました。そして、今年は岐阜県瑞浪市大湫町。トンネル工事により、ある日水が枯れた町を訪問しました。

高校生たちが何を感じ、何を学び、どんな未来をみつめたのか、是非、お読みください。その内容は全ての人に対して問いかけていると思います。 

そのあたりは黄柳野高校では馴染みの地域でした。瑞浪市には

昔から探検部がクライミングをするために通っていたのです。 

「あの瑞浪で？」「そんなところがリニアの沿線？」というのが

正直な最初の印象。気になったのでニュースをよく見るように

なりました。すると、昨年ＧＥでも訪問した南アルプストンネ

ル工事で懸念されていることが瑞浪市大湫町で起こっていたの

です。それは地域の地下にトンネルを堀り始めたことで、地中

の水が抜け、地域で大切していた井戸の水が無くなったという
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水が枯れた井戸は地域にとって日常的に使用していたもので、

大切なものであること、地域の方は困惑し、工事をしている JR

東海は解決策を見いだせていないことがわかってきました。 

これはとんでもないことが起きている…リニア工事がたくさん

の場所で問題が起きていることは知っていましたが、このこと

をキッカケに一気に身近なことになってきました。 
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下山後、「リニア問題をそのままにできない」という気持ちはさ

らに大きくなり、少しでもこの現状を学ぶ必要があると考え、

行動に出たのです。「あの大湫に行かないと」「大湫の水枯れの

現状を自らの心と体、全てで見てこないと」「未来を作る高校生

たちと学びたい」と思ったです。そして、知り合いを頼りに大

湫の方々と連絡をとり、実現した今回の大湫町訪問です。その

訪問記をここで記したいと思います。 

 

11 月 27 日大湫町に到着した時、若干緊張をしていま

した。その原因は水枯れが起きた地域の方が今どんな

気持ちでいるのか…色々考えてしまっていたからで

す。悲痛な面持ちなのでは？私たちの訪問や質問で心

の負担が大きくならないか？…と想像をしていまし

た。到着してすぐに数名の地元の方が登場し、簡単な

自己紹介。まだ地域の方全員が集まっていなかったけ

れど、あれよあれよという間に水枯れが原因で起きた

「地盤沈下」の建物への案内が始まったのです。その

勢いは力強く、なぜか心地よく、私たちは自然と大湫

の皆さんについていったのです。ついて行きたくなっ

たのです。 

建物に到着すると考える間もなく「ここがこうなん

だ」「入ってみて」「地域ではこんな話がある」など、

どんどん教えてくれます。私が心配していたことはあ

っという間に吹っ飛びました。地域の方は現状を知っ

てほしかったです。あまり突っ込んだことを聞きすぎ

てほしかったです。あまり突っ込んだことを聞きすぎ

るとまずいかな…なんてことは全くありませんでし

た。むしろ地域の方は「もっと聞いて！」「この大湫

の現状を見て！」という姿勢で今日を迎えてくれてい

ました。そしてをそれを感じとってからは、こちらも

遠慮なくお話しを開始です。 

高校生たちも同じ感覚になったのか「ここは何です

か？」「なんでこうなっているの？」と積極的に質問

が始まりました。 

傾いた建物に入室すると気持ち悪さが襲ってきます。

そこは簡単な修繕がされ、今もなお地域の方が使って

いるそうです。ボールをおけば一定の場所に転がって

いきます。みんな騒然としました。「ここで生活して

いるのか…」皆の心の声が聞こえてくるようでした。

田んぼも高低差が生じ、大切な米を育てることに支障

が生じています。死活問題です。 

高校生が「えっ！」と一番思ったのは枯れた井戸を見

高校生が「えっ！」と一番思ったのは枯れた井戸を見

た時です。「地面が見える…」５ｍ程の深さがある井戸

は地面が見えていており、水が一滴もなかったので

す。それが数か所に及びます。 

「この水は何に使っていたんですか？」 

「飲み水、洗濯…生活すべてだよ」と聞いた瞬間、大

湫の生活が私たちの想像と違うことに気づきました。

大湫の方々は生活のほとんどを山の水（井戸）で賄っ

ていたのです。市が用意した水道水のみで生きている

私たちの生活とは違っていたのです。大湫町の中には

たくさんの井戸があり、地域の方がみんなで管理をし

ています。市の水道水もありますがそれはメインでは

なく、何かあった時の予備という感覚のようです。 

「この方々は井戸の水で生きていたんだ…」そう気づ

いた私たちは今回の水枯れがどれほど深刻なことな

のか気づきました。          2 面へ続く 

水枯れ問題を特集した映像を見た時、大湫の方が瑞浪



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分とは違うこと

を認めあえる社会、

それが本当の平和

に繋がる。日々の学

びからそれを感じ

る高校生たち。 

水枯れ問題を特集した映像を見た時、大湫の方が瑞浪

市や JR 東海に「代替水道をつけて、水が出れば良い

って問題じゃないんだ！」と言っていたことを思い出

しました。この問題は大湫の命の問題。生き方の問題。

代わりはないのです。私たちが案内されていたのは水

枯れ現場ではなく、大湫の命の源だったです。 

70 代のおじいちゃんは「自然を壊して生きていくこ

とは駄目だよ」「10 分 20 分早く移動する必要はない

よ。ゆっくり余裕をもって生きていくことが大切だ

よ」と語っていました。そのおじいちゃんは大湫生ま

れ、大湫育ち。田畑を耕し、池で魚を釣り、冬に凍れ

ばそこでスキーをして遊ぶ。 

「ここも水が流れなくなった」「流れている水、全て

が飲めたんだ。飲み物をもってでかけることはなかっ

たよ。だって、飲み水はいくらでも流れていたんだか

ら」と傾いた田んぼの前で語ってくれました。 

 

と傾いた田んぼの前で語ってくれました。 

山の水で生きていたんだ…自然とともに生きてきた

んだ…そんな思いが私たちにめぐります。水枯れによ

って失われたのは大湫の方々の生き様そのものだっ

たことに気づかされました。 

「おじさんの身体は大湫の水でできているんですね」

自然とその言葉がでてきました。 

高校生が続きます「おじいちゃんの 70％は大湫産

だ！」と。 

お互い笑顔で温かな時間です。 

その後も大湫を一望できる場所からトンネル工事の

箇所を確認したり、その都度その都度私たちの質問に

丁寧に答えてくれる大湫の方々。 

最初の緊張はなくなり、お互い思いを共有し、語り合

う時間に変わっていきました。 

ある方が大湫の地域住民の中での温度差や思いを話

してくれた時、思わず言葉を詰まらせる場面がありま

した。 

その姿を目の当たりにした高校生たちもまた、目頭が

熱くなりました。リニア問題が原因で人の心は大きく

傷つき、今もなお続いている。それを感じた瞬間だっ

たのです。 

それでも懸命に私たちに現状を伝えてくれる強さも

感じ、真剣に聞き入ります。いつの間にかメンバーは

大湫の方との距離を縮めていました。 

 

山の水で生きていたんだ…自然とともに生きてきた

んだ…そんな思いが私たちにめぐります。水枯れによ

って失われたのは大湫の方々の生き様そのものだっ

たことに気づかされました。 

「おじさんの身体は大湫の水でできているんですね」

自然とその言葉がでてきました。 

高校生が続きます「おじいちゃんの 70％は大湫産

だ！」と。お互い笑顔で温かな時間です。 

その後も大湫を一望できる場所からトンネル工事の

箇所を確認したり、その都度その都度私たちの質問に

丁寧に答えてくれる大湫の方々。最初の緊張はなくな

り、お互い思いを共有し、語り合う時間に変わってい

きました。ある方が大湫の地域住民の中での温度差や

思いを話してくれた時、思わず言葉を詰まらせる場面

がありました。その姿を目の当たりにした高校生たち

もまた、目頭が熱くなりました。リニア問題が原因で

人の心は大きく傷つき、今もなお続いている。それを

感じた瞬間だったのです。 

それでも懸命に私たちに現状を伝えてくれる強さも

感じ、真剣に聞き入ります。いつの間にかメンバーは

大湫の方との距離を縮めていました。 

 

人の心は大きく傷つき、今もなお続いている。それを

感じた瞬間だったのです。それでも懸命に私たちに現

状を伝えてくれる強さも感じ、真剣に聞き入ります。

いつの間にかメンバーは大湫の方との距離を縮めて

いました。 

 

この日の最後は公民館でじっくり話を聞く時間です。お一人、お一人が自らの思いを丁寧にわかりやす

く伝えてくれました。 

 

 

この思いは高校生たちが未来を作っていくうえで大

切なメッセージでした。リニア問題に限らず、何を大

切に生きていくのか…それを問われているように思

いました。そして、高校生たちもそれに答えるかのよ

うに質問攻めです。お互いの気持ちを打ち明け、聞き

合い、語り合う…知識が深まる時間というより、心を

通わせる時間でした。 

最後に成瀬さんが思いを述べた時、あの大湫生まれ大

湫育ちのおじいちゃんの目には涙が溢れていました。 

私は思わずそのおじいちゃんに抱きつきたくなりま

した。たった半日なのに、大湫が大好きな町になりま

した。そして、語り合い終了後は公民館の片付けを大

湫の方々と一緒に行う高校生たちの姿がありました。

自然と、そして会話を弾ませながら。大きな家族のよ

うな…大げさな表現ではない気がします。 

うな…大げさな表現ではない気がします。 

お別れするのが名残惜しい。また来たい！また来て

ね！そんなやりとりが続きました。 

高校生たちにとって大湫町は身近な地域になりまし

た。と同時にリニア工事も身近なものになりました。 

この気持ちが全ての始まりだと思います。他人事では

なく自分事。誰かが苦しい思いをして得た豊かさは本

当の豊かさではない。 

それを高校生は誰かに教えらえるのはなく、自らの出

会いと学びで感じたのではないでしょうか。 

リニア新幹線の影を目の当たりにした日でした。それ

と同時に懸命に生きる人との出会いがあり、心でつな

がる日でもありました。 

心の輪が繋がり、広がった日です。 

 

●くまさん：水の豊かさ・人の豊かさに惹

かれて子どもと引っ越してきました。で

も水が無くなり、子どもになんて言って

いいのか、水道水は出るけど山の水が出

ないことをなんと言っていいのか…次の

世代にこのことをなんと言っていいのか 

私たちの世代が許してしまった。まだ立

ち止まるチャンスがある。だからこそ活

動をしているし、高校生の皆さんに知っ

てもらえて嬉しい。大湫のことを他の方

にも是非話してほしい。 

 

●あんさん：大湫で生まれ育ちました。リ

ニアに反対しているわけではない。大湫の

水を元に戻してほしいんだ。 

●はせさん：同じ大湫でも問題のある現場から離れると

関心が薄れてしまう。あそこがダメならここにしよう…

そういう問題なのかどうか考えてほしい。 

何のためにリニアがあるのか、自然とともに生きている

ことが大切にされつつあることが確認され、地球は有限

であることに気づいていて、それをどう大事にしていく

のか、本当に必要なのか考えることが必要。考えて、み

んなで話し合って、自分の意見を持って、答えをみつけ

ていくことが大切だと思う。ＪＲ東海は一部の人に話し

て何かを決めている。そうでなくて大変かもしれないけ

ど、みんなで話し合って決めていくことを大切にしてほ

しい。 

 

●きりさん：うちはかろうじて山の水が出ています。この

水おいしいでしょ。 

ＪＲ東海に「水枯れはないか？」と聞いた。すでに掘って

いる事実があり、水抜けは止められない。山岳トンネルは

水を抜かないと地盤が固くならない。ＪＲ東海はそれを知

っていて、地中から水を抜く前提で工事をしているとしか

思えない。南アルプスは更に深いところを掘る予定。水が

抜け枯れる。僕はそれを反対している。 

 

●たっちゃん：ここで生まれ育ち、ず

っと田んぼの整備に関わってきた。サ

ンショウウオ・魚がいることを知って

いるよ。リニア工事で自然がこんなに

なるなんて思っていなかった。どこに

も水がないんだ。いくら進歩した工事

でも自然を壊す工事ならいらない。次

の人に伝えてもらいたい。信念を持っ

て伝えてもらいたい。自然で生きるこ

とが大切なんだ。 

 

※お名前は通称で表記させていただきました。 

 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この 2 日間はリニア新幹線に賛成か反対かを決める

時間ではありません。大切なことは実際に体験（見

聞きする、人と出会う、食べる、語り合う、五感全

てを使って感じる…）して、自分の頭で考えること。

そして大切にしたいことを見つけることです。 

それがあって、初めてどう生きていきたいのかが見

えてきます。そして決めていってほしいのです。 

成瀬さんはいつも言っています。「遊んで遊んで（今

回のような出会いや学びを含む）みつけた答えは間

違った未来を選ばない」と。 

全ての命が輝く未来に向かって、グレートアースの

遊び・学びは続きます。 

 

服部さんは獣たちの話をしてくれました。今、社会問

題になっている「クマ」のことです。クマたちが人の

生活圏に現れてしまう理由、彼らを駆除という名で殺

している現状。彼らも同じ命であること。その命が人

の行いによって失われている現状。駆除をすれば全て

が解決するのか…という問いかけ。 

全ての命が命を全うできるためにはどうしたら良い

のか…そんなことを考える時間となりました。 

そして、高校生たちは「水」とは何なんのか、「命」と

は何なのかを考えました。 

前日の大湫の学びとこの日の水と命の学び…濃厚な

時間を過ごした高校生たちに、感じたことをひとりず

つ教えてもらう時間を作りました。 

その思いを集めてできたのが「水」という詩です。 

2日間の学びで感じたことを「水」を通して言葉にし

ました。 

 

この 2 日間はリニア新幹線に賛成か反対かを決める

時間ではありません。大切なことは実際に体験（見聞

きする、人と出会う、食べる、語り合う、五感全てを

使って感じる…）して、自分の頭で考えること。そし

て大切にしたいことを見つけることです。 

それがあって、初めてどう生きていきたいのかが見え

てきます。そして決めていってほしいのです。 

成瀬さんはいつも言っています。「遊んで遊んで（今

回のような出会いや学びを含む）みつけた答えは間違

った未来を選ばない」と。 

全ての命が輝く未来に向かって、グレートアースの遊

び・学びは続きます。 

 

水まんじゅうづくりを終え、ここからは水がどんな存

在であるか、成瀬さんと服部さん（成瀬さんの山仲間）

（昨年南アルプス・リニアトンネル工事のお話をして

くれた方）が語ります。 

内容は成瀬さんが昨年度訪問した南アルプス蛇抜沢

のこと。この沢はリニアの南アルプストンネル工事が

行われた際に大幅に水が減ってしまうことが懸念さ

れています。どんな沢なのか…成瀬さんが実際に沢登

りをして見たこと、感じたことを語ってくれました。 

蛇抜沢の上部には「天鏡池」という池があります。そ

の池の周りには多くの獣道があります。それは獣たち

が天鏡池を生きるために利用している証拠です。天鏡

池もまた大湫の井戸と同様に命の水でした。そしてそ

れが涸れてしまうかもしれない。 

水は人に限らず全ての命を育むもの。それを成瀬さん

は沢登りを通して伝えてくれました。 

服部さんは獣たちの話をしてくれました。今、社会問

題になっている「クマ」のことです。 

クマたちが人の生活圏に現れてしまう理由、彼らを駆

除という名で殺している現状。 

彼らも同じ命であること。その命が人の行いによって

失われている現状。駆除をすれば全てが解決するのか

…という問いかけ。 

全ての命が命を全うできるためにはどうしたら良い

のか…そんなことを考える時間となりました。 

 

そして、高校生たちは「水」とは何なんのか、「命」と

は何なのかを考えました。 

前日の大湫の学びとこの日の水と命の学び…濃厚な

時間を過ごした高校生たちに、感じたことをひとりず

つ教えてもらう時間を作りました。 

その思いを集めてできたのが「水」という詩です。 

2日間の学びで感じたことを「水」を通して言葉にし

ました。 

是非、読んでいただきたいです。 

 

この 2 日間はリニア新幹線に賛成か反対かを決める

時間ではありません。大切なことは実際に体験（見聞

きする、人と出会う、食べる、語り合う、五感全てを

使って感じる…）して、自分の頭で考えること。そし

て大切にしたいことを見つけることです。 

それがあって、初めてどう生きていきたいのかが見え

てきます。そして決めていってほしいのです。 

成瀬さんはいつも言っています。「遊んで遊んで（今

回のような出会いや学びを含む）みつけた答えは間違

った未来を選ばない」と。 

全ての命が輝く未来に向かって、グレートアースの遊

び・学びは続きます。 

 

次の日。リニアの学びは続きます。「水」に焦点を当

てて学びます。と言ってもそこは GE！五感を大切に

します。五感といえば「食！」前日に大湫でわずかに

残る山の水をいただいてきており、その水で「水まん

じゅう」を作る作戦がありました。前日の学びがある

ので高校生たちはその水を大事に鍋へ入れます。 

そしてできたのが水まんじゅう。残った水はそのまま

いただきます。 

「やっぱりこの水は美味しい！」「なんかやわらかい

感じがする」と食通になったようなことを語る高校生

たち。大湫が彼らにとって特別な地域になったこと

で、この水も特別になったのです。 

できた水まんじゅうも特別です。大湫の味。前日に会

った温かな人々の顔が浮かびます。食べ過ぎさんが何

名かいたのは言うまでもありません。大湫の方に大感

謝です。 

 

水まんじゅうづくりを終え、ここからは水がどんな存

在であるか、成瀬さんと服部さんが語ります。 

内容は昨年度訪問した南アルプス蛇抜沢のこと。この

沢はリニアの南アルプストンネル工事が行われた際

に大幅に水が減ってしまうことが懸念されています。 

どんな沢なのか…成瀬さんが実際に沢登りをして見

たこと、感じたことを語ってくれました。 

蛇抜沢の上部には「天鏡池」という池があります。そ

の池の周りには多くの獣道があります。それは獣たち

が天鏡池を生きるために利用している証拠です。天鏡

池もまた大湫の井戸と同様に命の水でした。そしてそ

れが枯れてしまうかもしれない。 

水は人に限らず全ての命を育むもの。それを成瀬さん

は沢登りを通して伝えてくれました。 

服部さんは獣たちの話をしてくれました。今、社会問

題になっている「クマ」のことです。 

クマたちが人の生活圏に現れてしまう理由、彼らを駆

除という名で殺している現状。 

彼らも同じ命であること。その命が人の行いによって

失われている現状。駆除をすれば全てが解決するのか

…という問いかけ。 

全ての命が命を全うできるためにはどうしたら良い

のか…そんなことを考える時間となりました。 

 

そして、高校生たちは「水」とは何なんのか、「命」と

は何なのかを考えました。 

前日の大湫の学びとこの日の水と命の学び…濃厚な

時間を過ごした高校生たちに、感じたことをひとりず

つ教えてもらう時間を作りました。 

その思いを集めてできたのが「水」という詩です。 

2日間の学びで感じたことを「水」を通して言葉にし

ました。 

是非、読んでいただきたいです。 

 

この 2 日間はリニア新幹線に賛成か反対かを決める

時間ではありません。大切なことは実際に体験（見聞

きする、人と出会う、食べる、語り合う、五感全てを

使って感じる…）して、自分の頭で考えること。そし

て大切にしたいことを見つけることです。 

それがあって、初めてどう生きていきたいのかが見え

てきます。そして決めていってほしいのです。 

成瀬さんはいつも言っています。「遊んで遊んで（今

回のような出会いや学びを含む）みつけた答えは間違

った未来を選ばない」と。 

全ての命が輝く未来に向かって、グレートアースの遊

び・学びは続きます。 

山本翔：クマのニュースを見た際、捕

獲されたクマが調教されるか殺処分さ

れるかについて調べたことがありま

す。その選択肢に「調教」とあったため、

親に調教とは何か尋ねてみました。私

は千葉県在住で、クマが生息していな

いため、クマがどれほど恐ろしい存在

なのかを実感として知りません。それ

でも、殺処分されることの方が怖いと

考えていました。服部さんのお話を聞

いて、私と同じような考えを持ってい

ると感じ、親近感を覚えました。 

水枯れについてのお話を聞いたのです

が、その内容が悲しく、まるで涙の味が

したように感じました。水が豊かに湧

き出ている、水が枯れていない時期に、

大湫町を訪れたかったです。 

植茶拓人：南アルプスには行ったことはあ

りませんが、関連する商品を（天然水などと

して）見たことがあります。大湫町で飲んだ

水は、その背景にある話を聞いたことで、重

みがあると感じました。同様に、南アルプス

の天然水も、これからは（環境問題や水の価

値という）重みを感じながら飲むことになる

と思います。 

高橋希広：大湫町や服部さんの話聞いて、

無関心でいることはいけないと感じていま

す。実際にお話を聞いてみないと知らないこ

とがたくさんありました。現地の人の話を聞

かなければ、物事を表面だけで捉えた意見に

なってしまうと強く感じました。 

小野裕道：何かを便利にする際、

私たちはどうしてもそのメリッ

トにばかり目がいきがちです。し

かし、大湫町で水が抜けてしまっ

たようなデメリットにも、しっか

りと目を向けるべきです。そうす

ることで、自分たちの成長にもつ

ながると感じました。 

熊谷友宏：大湫町へ行き、実際に

水が枯れてしまった様子を見て、

辛い気持ちになりました。そこに

住んでいる人々が大切にしている

水、イノシシなどの動物たちが飲

んでいる水を、たった一つの会社

が奪い去ってしまう。なぜそのよ

うなことができるのかと、怒りが

込み上げてきます。実際に南アル

プスへ登って見たことはありませ

んが、そこに暮らす動物たちを軽

視していることに納得できませ

ん。そのような行為を平然と行う

ことができる現状に、ムカムカし

てしまいました。 

山の水が出ている水道（こ

の鍋をいっぱいにするのに

15分はかかる）リニアトン

ネル工事で大幅に出てくる

水が減った 

市の水道（私たちの家と同

じような感覚のもの）大湫

には山の水と市の水道 2本

がある。地域の方が生活に

使っているのは山の水。 

市の水道は予備という感覚 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼が立っている真下をリニ

アが通る予定。この地下に

トンネルを掘る計画です。 

この田んぼも地盤沈下で傾

いてしまった。 

枯れた池。こんなことは今

まで無かった。地域の方が

小さい頃は、冬に凍った池

でスケートしたそうです。 

地盤沈下で傾いた建物。最大

12㎝沈下した。室内で丸いも

のを転がすと一定の場所に転

がっていく。床もひび割れて

いた。しばらく滞在している

と、気持ちが悪くなる。 

地域の方はこの場所を今も使

っている。 

地盤沈下で沈み、

建物や道路に亀裂

ができた。 

住民はここで今も

生活している。 

天王様の井戸：地域には

十数か所の井戸があり、

皆で管理している。何ヶ

所も涸れていた。 

「ここにはメダカと

かもいたんだよ」そ

う教えてくれた地域

の方の顔は寂しそう

に見えた。 

地域の方「この家のすぐ近くに

住んでいるんだよ。水が減って

このため池にも流れてこなくな

った」「水の流れる音が聞こえな

くて寂しい」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詩
「
水
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持
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滑
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編
集
後
記
（
さ
） 

今
で
も
大
湫
を
訪
問

し
た
時
の
こ
と
を
思

い
出
す
と
笑
み
が
出

る
。
ま
だ
地
域
の
方

が
全
員
集
ま
る
前
な

の
に
説
明
が
始
ま

り
、
そ
の
勢
い
と
親

し
み
や
す
さ
で
自
然

と
つ
い
て
い
っ
た
。

少
し
経
つ
と
自
転
車

に
乗
っ
た
お
母
さ
ん

が
現
れ
た
か
た
と
思

っ
た
ら
、
地
盤
沈
下

し
た
建
物
の
鍵
を
開

け
て
く
れ
て
、
ガ
シ

ガ
シ
説
明
が
始
ま
っ

た
。「
あ
っ
！
こ
の
方

も
案
内
メ
ン
バ
ー
の

お
一
人
だ
っ
た
の
か

…

」
と
思
っ
て
い
た

ら
、「
次
は
、
次
は…

」

と
ど
ん
ど
ん
説
明
し

て
く
れ
る
。
何
も
隠

さ
ず
、
そ
の
ま
ま
の

姿
で
ま
る
で
孫
た
ち

を
受
け
入
れ
る
か
の

よ
う
に
気
さ
く
に
接

し
て
く
れ
る
大
湫
の

方
々
。
帰
り
際
は
別

れ
が
寂
し
く
て
、
も

う
ち
ょ
っ
と
居
た
い

な
と
思
っ
た
。
大
湫

が
特
別
な
場
所
に
な

っ
た
。
こ
の
町
が
幸

せ
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
日
本
中
、
世
界
中

が
心
で
繋
が
れ
ば
悲

し
い
思
い
を
す
る
社

会
は
無
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。
い
つ
も

そ
う
思
う
。
そ
れ
は

環
境
、
人
権
、
平
和…

ど
の
問
題
も
同
じ
だ

と
思
う
。「
平
和
は
微

笑
み
か
ら
始
ま
り
ま

す
」
と
い
う
平
和
を

願
う
言
葉
を
み
つ
け

ま
し
た
。
同
感
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕
は
還
暦
を
過
ぎ
た
今
も
地
球
の
裏
側
に

ま
で
出
か
け
、
探
検
的
な
沢
登
り
を
続
け
て

い
ま
す
。
こ
の
道
四
〇
年
以
上
、
命
が
け
の
冒

険
を
何
度
も
行
い
、
今
も
生
き
の
び
て
い
ま

す
。
人
は
遊
ぶ
た
め
に
生
ま
れ
て
く
る
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
本
気
で
遊
び
続

け
て
き
ま
し
た
。
沢
登
り
は
趣
味
を
越
え
、
仕

事
を
越
え
、
今
と
な
っ
て
は
僕
の
人
生
（
生
き

方
）
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
黄
柳
野
高

校
に
は
そ
ん
な
僕
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
お

お
ら
か
さ
、
懐
の
深
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
グ
レ

ー
ト
ア
ー
ス
の
誕
生
は
実
は
そ
こ
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
。 

「
黄
柳
野
高
校
へ
」 

 

大
学
卒
業
後
、
ひ
ょ
ん
な
縁
（
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
し
た
ら
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
連
れ
て
行
か

れ
た
）
で
南
ア
ル
プ
ス
最
奥
の
限
界
集
落
で

不
登
校
児
た
ち
と
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
山
村
で
の
暮
ら
し
は
、
湧
水
か
ら
水
道
を

引
い
た
り
、
ド
ラ
ム
缶
風
呂
の
薪
を
作
っ
た

り
、
人
糞
農
法
に
よ
る
有
機
野
菜
作
り
な
ど
、

生
活
を
自
ら
の
手
で
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
厳
し
さ
と
深
い
喜
び
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
感
性
豊
か
な
子
供
た
ち
と
頑
固

で
素
朴
な
村
人
（
じ
じ
ば
ば
）
と
の
触
れ
合
い

の
中
か
ら
、
本
物
の
豊
か
さ
と
い
う
も
の
を

教
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
卒
業
生
が
進
学

先
と
し
て
選
ん
だ
の
が
黄
柳
野
高
校
で
し

た
。
親
代
わ
り
に
何
度
か
そ
の
子
を
見
学
に

連
れ
て
行
く
う
ち
に
、
当
時
の
教
頭
か
ら
理

科
の
教
員
が
足
り
な
い
と
声
が
か
か
り
、
初

め
は
社
会
人
講
師
と
し
て
雇
わ
れ
ま
し
た
。

開
校
か
ら
半
年
経
っ
た
一
九
九
五
年
十
月
の

こ
と
で
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
教
育
分
野
に

興
味
は
な
く
、
沢
登
り
に
夢
中
に
な
っ
て
留

年
し
て
い
た
く
ら
い
で
す
か
ら
、
当
時
教
員

資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
り
か
ら
自

由
人
だ
か
ら
真
っ
先
に
辞
め
る
だ
ろ
う
と
言

わ
れ
な
が
ら
、
気
が
付
け
ば
今
年
で
三
一
年

間
も
通
い
続
け
、
古
株
の
一
人
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

学
校
で
の
担
当
は
理
科
、
特
に
地
学
や
生
物

と
い
っ
た
自
然
科
学
の
分
野
で
し
た
。
教
科

書
を
教
え
る
の
は
苦
手
で
、
何
か
に
つ
け
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
名
目
で
外
に
出

か
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
学
内
で
は
見
ら

れ
な
い
生
徒
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
彼

ら
を
さ
し
お
い
て
一
番
に
楽
し
む
の
は
自
分

で
す
。
例
え
ば
、
刺
激
的
な
大
岩
を
見
つ
け
れ

ば
高
み
へ
と
登
り
だ
し
、
川
に
行
け
ば
真
っ

先
に
跳
び
こ
み
、
洞
穴
が
あ
れ
ば
潜
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
本
気
で
遊
ぶ
！
そ
れ
こ
そ
が
学

び
の
第
一
歩
で
す
。
地
球
の
素
晴
ら
し
さ
や

可
能
性
を
、
言
葉
で
は
な
く
、「
自
分
の
後
ろ

姿
で
見
せ
る
」
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
や
り
方
に
魅
か
れ
て
集
ま
る
生
徒
た

ち
に
は
、
探
検
部
を
創
設
し
て
入
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
生
徒
た
ち
を
弟

子
と
し
て
育
て
て
き
ま
し
た
。
ひ
た
す
ら
遊

び
を
追
求
す
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

•
 

 

「
二
つ
の
転
機
」 

 

そ
ん
な
僕
に
転
機
が
訪
れ
ま
し
た
。2

0
11

年3

月1
1

日
の
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。
当

時
の
探
検
部
の
生
徒
か
ら
「
早
く
現
地
に
行

っ
て
自
分
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
話
を
付
け
て
き
て
ほ
し
い
」
と

頼
ま
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
後
押
し
の
お
か
げ

で
、
僕
は
震
災
後
す
ぐ
に
現
地
に
飛
び
込
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
東
北
各
地
の
被
害
は

想
像
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。
す
べ
て
が
流

さ
れ
て
広
大
な
サ
ラ
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

陸
前
高
田
の
は
ず
れ
で
、
何
も
か
も
が
津
波

に
飲
ま
れ
て
い
く
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
し

た
。
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。
何
か
し
た
い
、
そ
し

て
生
徒
た
ち
に
も
地
球
の
厳
し
さ
と
命
の
し

ぶ
と
さ
や
温
か
さ
を
こ
の
場
で
学
ん
で
も
ら

い
た
い
！
そ
う
思
い
ま
し
た
。 

•
 

そ
れ
か
ら
三
ヶ
月
後
の6

月
、「
黄

柳
野
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
」
を
結
成

し
て
宮
城
県
の
辺
境
と
も
い
え
る
牡
鹿
半
島

で
何
日
も
作
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

悩
み
を
抱
え
た
高
校
生
た
ち
が
戦
力
に
な
る

の
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど

現
実
は
違
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
未
熟
さ
こ
そ

が
、
未
完
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
が
、
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
を
元
気
づ
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
僕
に
は
な
い
彼
ら
の
若
さ
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
希
望
な
の

だ
と
！ 

•
 

そ
れ
か
ら
は
毎
年
の
よ
う
に
、
日

本
各
地
の
被
災
現
場
へ
出
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
時
も
、
西
日
本
豪
雨

の
時
も
、
も
ち
ろ
ん
昨
年
の
能
登
半
島
地
震

や
水
害
の
時
に
も
。
被
災
地
で
今
日
を
精
い

っ
ぱ
い
生
き
て
い
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
作
業

す
る
時
間
は
、
生
徒
に
と
っ
て
も
僕
に
と
っ

て
も
「
深
く
」
生
き
る
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。 

•
 

 

•
 

も
う
一
つ
の
転
機
は
、
ひ
と
り
の

卒
業
生
と
の
別
れ
で
し
た
。
あ
る
日
、
と
て
も

可
愛
が
っ
て
き
た
ひ
と
り
の
卒
業
生
が
自
ら

死
を
選
ん
だ
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
現
役
時

代
は
、
明
る
く
ひ
ょ
う
き
ん
な
生
徒
で
し
た
。

就
職
し
て
我
が
道
を
堅
実
に
歩
ん
で
い
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
僕
は
今
ま
で
生
徒
た
ち
に
に
何
を
伝
え

て
き
た
の
だ
ろ
う
？
何
を
伝
え
忘
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
？
苦
し
い
自
問
自
答
を
長
い
間
繰

り
返
し
ま
し
た
。
確
か
に
、
地
球
の
素
晴
ら
し

さ
や
、
生
き
る
楽
し
さ
は
伝
え
て
き
た
つ
も

り
で
し
た
。
け
れ
ど
、
ど
れ
だ
け
命
が
尊
く
、

自
分
自
身
の
存
在
が
ど
れ
だ
け
貴
重
で
あ
る

の
か
。
そ
れ
を
伝
え
き
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

「
こ
の
世
界
に
生
き
る
あ
ら
ゆ
る
命
の
重
み

は
等
し
く
、
そ
し
て
尊
い
。
も
ち
ろ
ん
君
の
命

も
」
と
、
そ
う
、
伝
え
、
ら
れ
、
た
ら…

。
今

も
、
悔
い
が
残
り
ま
す
。 

•
 

 

「
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
の
誕
生
」 

•
 

こ
の
地
球
上
か
ら
や
が
て
僕
も
消

え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
探
検
し
て
き
た

地
球
の
渓
谷
の
驚
異
、
誰
も
目
に
し
た
こ
と

の
な
い
絶
景
、
生
き
物
た
ち
の
気
高
さ
と
美

し
さ
、
沢
登
り
の
深
い
喜
び…

。
溢
れ
る
く
ら

い
の
そ
ん
な
思
い
を
抱
え
て
僕
は
ひ
と
り
で

死
ん
で
い
っ
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
願
わ

く
ば
、
僕
が
こ
の
地
上
か
ら
消
え
て
も
こ
の

素
晴
ら
し
い
世
界
が
ず
っ
と
続
い
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
未
来
に
向
け
て
何

か
を
伝
え
た
い
。
そ
ん
な
衝
動
が
日
増
し
に

強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

•
 

そ
ん
な
折
、
学
校
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
自
然
体
験
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り

入
れ
な
い
か
と
い
う
提
案
を
も
ら
っ
た
の
で

す
。「
よ
っ
し
ゃ
、
や
る
っ
き
ゃ
な
い
！
」
僕

は
即
答
し
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
て
強
烈
な
自
然
体
験
と
命
の
学
び

を
両
輪
と
し
た
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
が
誕
生
し

た
の
で
す
。
自
分
自
身
に
と
っ
て
、
こ
の
取
り

組
み
は
仕
事
で
は
な
く
人
生
の
一
つ
の
到
達

点
で
も
あ
り
ま
す
。
「
ヒ
ト

50

ニ
シ
テ
天
命

ヲ
シ
ル
」
そ
ん
な
使
命
に
や
っ
と
辿
り
つ
い

た
気
が
し
ま
し
た
。 

 
2
0
1
5

年
よ
り
始
ま
っ
た
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス

は
、
西
表
島
サ
バ
イ
バ
ル
や
知
床
岬
徒
歩
到

達
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
屋
久
島
の
巨
大
杉
探
索
な

ど
、
年
に
１
，
２
回
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
型

企
画
と
毎
週
木
・
金
曜
日
午
後
の
選
択
授
業

の
中
で
積
み
上
げ
て
い
く
命
の
学
び
を
軸
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で11

年
目
。
岩
登
り
、

沢
登
り
、
サ
バ
イ
バ
ル
と
い
っ
た
ホ
ン
モ
ノ

の
自
然
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
活
動
は

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
環
境
破
壊
（
地
球
温
暖

化
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
、
、
、）
の
現
地
学
習
、
世

界
で
起
こ
っ
て
い
る
紛
争
（
ガ
ザ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
、
、）
の
学
び
や
募
金
活
動
な
ど
へ
と
大
き

く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。 

 

「
未
来
へ
の
責
任
」 

 

グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
自
然
体
験
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、「
高

校
生
た

ち
に
何
か

あ
っ
た

ら
ど

う
す

る
！
？
」
と
ま
っ
と
う
な
意
見
を
も
ら
う
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
で
も
、「
大
人
の
責
任

か
ら
逃
れ
た
く
な
い
」
と
思
い
続
け
て
来
ま

し
た
。
僕
ら
先
に
生
き
る
者
の
責
任
と
は
、
次

の
世
代
に
生
き
る
力
と
知
恵
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
そ
れ
は

シ
ン
プ
ル
で
す
が
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
覚
悟
を
持
っ
て
自
分
の
体
を
張
ら
な

け
れ
ば
決
し
て
達
成
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

重
た
す
ぎ
る
責
任
な
の
で
す
。
で
も
、
僕
ら
が

そ
こ
か
ら
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
れ
ば
、
子
供

前号、スタッフ池田が 30周年記念誌に寄稿した文章を掲載しましたが、今号は成瀬さんの記念誌寄稿文を掲載いたします。 
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書
を
教
え
る
の
は
苦
手
で
、
何
か
に
つ
け
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
名
目
で
外
に
出

か
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
学
内
で
は
見
ら

れ
な
い
生
徒
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
彼

ら
を
さ
し
お
い
て
一
番
に
楽
し
む
の
は
自
分

で
す
。
例
え
ば
、
刺
激
的
な
大
岩
を
見
つ
け
れ

ば
高
み
へ
と
登
り
だ
し
、
川
に
行
け
ば
真
っ

先
に
跳
び
こ
み
、
洞
穴
が
あ
れ
ば
潜
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
本
気
で
遊
ぶ
！
そ
れ
こ
そ
が
学

び
の
第
一
歩
で
す
。
地
球
の
素
晴
ら
し
さ
や

可
能
性
を
、
言
葉
で
は
な
く
、「
自
分
の
後
ろ

姿
で
見
せ
る
」
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
や
り
方
に
魅
か
れ
て
集
ま
る
生
徒
た

ち
に
は
、
探
検
部
を
創
設
し
て
入
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
生
徒
た
ち
を
弟

子
と
し
て
育
て
て
き
ま
し
た
。
ひ
た
す
ら
遊

び
を
追
求
す
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

「
二
つ
の
転
機
」 

 

そ
ん
な
僕
に
転
機
が
訪
れ
ま
し
た
。
二
〇

一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
で
し

た
。
当
時
の
探
検
部
の
生
徒
か
ら
「
早
く
現
地

に
行
っ
て
自
分
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
話
を
付
け
て
き
て
ほ
し

い
」
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
後
押
し
の
お

か
げ
で
、
僕
は
震
災
後
す
ぐ
に
現
地
に
飛
び

込
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
東
北
各
地
の
被

害
は
想
像
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。
す
べ
て

が
流
さ
れ
て
広
大
な
サ
ラ
地
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
陸
前
高
田
の
は
ず
れ
で
、
何
も
か
も
が

津
波
に
飲
ま
れ
て
い
く
光
景
が
目
に
浮
か
び

ま
し
た
。
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。
何
か
し
た
い
、

そ
し
て
生
徒
た
ち
に
も
地
球
の
厳
し
さ
と
命

の
し
ぶ
と
さ
や
温
か
さ
を
こ
の
場
で
学
ん
で

も
ら
い
た
い
！
そ
う
思
い
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
三
ヶ
月
後
の
六
月
、「
黄
柳
野
高
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
て
宮
城

県
の
辺
境
と
も
い
え
る
牡
鹿
半
島
で
何
日
も

作
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
悩
み
を
抱

え
た
高
校
生
た
ち
が
戦
力
に
な
る
の
か
と
い

う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
現
実
は
違

い
ま
し
た
。
彼
ら
の
未
熟
さ
こ
そ
が
、
未
完
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
が
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

を
元
気
づ
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
僕
に
は
な
い
彼
ら
の
若
さ
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
希
望
な
の
だ
と
！ 

•
 

そ
れ
か
ら
は
毎
年
の
よ
う
に
、
日

本
各
地
の
被
災
現
場
へ
出
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
時
も
、
西
日
本
豪
雨

の
時
も
、
も
ち
ろ
ん
昨
年
の
能
登
半
島
地
震

や
水
害
の
時
に
も
。
被
災
地
で
今
日
を
精
い

っ
ぱ
い
生
き
て
い
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
作
業

す
る
時
間
は
、
生
徒
に
と
っ
て
も
僕
に
と
っ

て
も
「
深
く
」
生
き
る
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。 

•
 

 

•
 

も
う
一
つ
の
転
機
は
、
ひ
と
り
の

卒
業
生
と
の
別
れ
で
し
た
。
あ
る
日
、
と
て
も

可
愛
が
っ
て
き
た
ひ
と
り
の
卒
業
生
が
自
ら

死
を
選
ん
だ
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
現
役
時

代
は
、
明
る
く
ひ
ょ
う
き
ん
な
生
徒
で
し
た
。

就
職
し
て
我
が
道
を
堅
実
に
歩
ん
で
い
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
僕
は
今
ま
で
生
徒
た
ち
に
に
何
を
伝
え

て
き
た
の
だ
ろ
う
？
何
を
伝
え
忘
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
？
苦
し
い
自
問
自
答
を
長
い
間
繰

り
返
し
ま
し
た
。
確
か
に
、
地
球
の
素
晴
ら
し

さ
や
、
生
き
る
楽
し
さ
は
伝
え
て
き
た
つ
も

り
で
し
た
。
け
れ
ど
、
ど
れ
だ
け
命
が
尊
く
、

自
分
自
身
の
存
在
が
ど
れ
だ
け
貴
重
で
あ
る

の
か
。
そ
れ
を
伝
え
き
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

「
こ
の
世
界
に
生
き
る
あ
ら
ゆ
る
命
の
重
み

は
等
し
く
、
そ
し
て
尊
い
。
も
ち
ろ
ん
君
の
命

も
」
と
、
そ
う
、
伝
え
、
ら
れ
、
た
ら…

。
今

も
、
悔
い
が
残
り
ま
す
。 

•
 

 

「
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
の
誕
生
」 

•
 

こ
の
地
球
上
か
ら
や
が
て
僕
も
消

え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
探
検
し
て
き
た

地
球
の
渓
谷
の
驚
異
、
誰
も
目
に
し
た
こ
と

の
な
い
絶
景
、
生
き
物
た
ち
の
気
高
さ
と
美

し
さ
、
沢
登
り
の
深
い
喜
び…

。
溢
れ
る
く
ら

い
の
そ
ん
な
思
い
を
抱
え
て
僕
は
ひ
と
り
で

死
ん
で
い
っ
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
願
わ

く
ば
、
僕
が
こ
の
地
上
か
ら
消
え
て
も
こ
の

素
晴
ら
し
い
世
界
が
ず
っ
と
続
い
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
未
来
に
向
け
て
何

か
を
伝
え
た
い
。
そ
ん
な
衝
動
が
日
増
し
に

強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

•
 

そ
ん
な
折
、
学
校
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
自
然
体
験
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り

入
れ
な
い
か
と
い
う
提
案
を
も
ら
っ
た
の
で

す
。「
よ
っ
し
ゃ
、
や
る
っ
き
ゃ
な
い
！
」
僕

は
即
答
し
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
て
強
烈
な
自
然
体
験
と
命
の
学
び

を
両
輪
と
し
た
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
が
誕
生
し

た
の
で
す
。
自
分
自
身
に
と
っ
て
、
こ
の
取
り

組
み
は
仕
事
で
は
な
く
人
生
の
一
つ
の
到
達

点
で
も
あ
り
ま
す
。
「
ヒ
ト

50

ニ
シ
テ
天
命

ヲ
シ
ル
」
そ
ん
な
使
命
に
や
っ
と
辿
り
つ
い

た
気
が
し
ま
し
た
。 

 
2
0
1
5

年
よ
り
始
ま
っ
た
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス

は
、
西
表
島
サ
バ
イ
バ
ル
や
知
床
岬
徒
歩
到

達
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
屋
久
島
の
巨
大
杉
探
索
な

ど
、
年
に
１
，
２
回
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
型

企
画
と
毎
週
木
・
金
曜
日
午
後
の
選
択
授
業

の
中
で
積
み
上
げ
て
い
く
命
の
学
び
を
軸
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で11

年
目
。
岩
登
り
、

沢
登
り
、
サ
バ
イ
バ
ル
と
い
っ
た
ホ
ン
モ
ノ

の
自
然
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
活
動
は

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
環
境
破
壊
（
地
球
温
暖

化
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
、
、
、）
の
現
地
学
習
、
世

界
で
起
こ
っ
て
い
る
紛
争
（
ガ
ザ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
、
、）
の
学
び
や
募
金
活
動
な
ど
へ
と
大
き

く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。 

 

「
未
来
へ
の
責
任
」 

 

グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
自
然
体
験
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、「
高

校

生
た

ち
に

何
か

あ
っ
た

ら
ど

う
す

る
！
？
」
と
ま
っ
と
う
な
意
見
を
も
ら
う
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
で
も
、「
大
人
の
責
任

か
ら
逃
れ
た
く
な
い
」
と
思
い
続
け
て
来
ま

し
た
。
僕
ら
先
に
生
き
る
者
の
責
任
と
は
、
次

の
世
代
に
生
き
る
力
と
知
恵
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
そ
れ
は

シ
ン
プ
ル
で
す
が
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
覚
悟
を
持
っ
て
自
分
の
体
を
張
ら
な

け
れ
ば
決
し
て
達
成
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

重
た
す
ぎ
る
責
任
な
の
で
す
。
で
も
、
僕
ら
が

そ
こ
か
ら
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
れ
ば
、
子
供

た
ち
に
何
が
伝
わ
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う

か
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
覚
悟
を
も
っ
て
グ
レ
ー
ト
ア

ー
ス
を
続
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
！ 

  

僕
は
こ
の
人
生
を
本
気
で
遊
び
続
け
て
い

ま
す
。
誰
に
諭
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
教
え
ら

れ
る
の
で
も
な
く
、
遊
び
続
け
た
果
て
に
黄

柳
野
高
校
で
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
と
い
う
大
切

な
学
び
に
辿
り
つ
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
若
い

人
た
ち
に
大
自
然
の
中
で
精
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
ほ
し
い
と
伝
え
た
い
の
で
す
。 

  

遊
ん
で
遊
ん
で
そ
の
中
か
ら
出
て
き
た
答

え
こ
そ
が
重
み
を
も
つ
！ 

大
自
然
の
中
で
ま
っ
す
ぐ
に
育
っ
た
感
性

は
、
決
し
て
間
違
っ
た
未
来
の
選
択
を
し
な

い
。 

そ
う
僕
は
信
じ
て
い
ま
す
。 

ど
ん
な
に
傷
つ
い
て
も
、
地
球
の
未
来
を
信

じ
て
生
き
て
い
く
。 

僕
は
そ
う
決
め
た
の
で
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黄
柳
野
高
校
グ
レ

ー
ト
ア
ー
ス
担
当 

成
瀬
陽
一 

た
。
僕
に
は
な
い
彼
ら
の
若
さ
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
希
望
な
の
だ
と
！ 

そ
れ
か
ら
は
毎
年
の
よ
う
に
、
日
本
各
地
の

被
災
現
場
へ
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
熊
本
地
震
の
時
も
、
西
日
本
豪
雨
の
時

も
、
も
ち
ろ
ん
昨
年
の
能
登
半
島
地
震
や
水

害
の
時
に
も
。
被
災
地
で
今
日
を
精
い
っ
ぱ

い
生
き
て
い
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
作
業
す
る

時
間
は
、
生
徒
に
と
っ
て
も
僕
に
と
っ
て
も

「
深
く
」
生
き
る
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。 

も
う
一
つ
の
転
機
は
、
ひ
と
り
の
卒
業
生

と
の
別
れ
で
し
た
。
あ
る
日
、
と
て
も
可
愛
が

っ
て
き
た
ひ
と
り
の
卒
業
生
が
自
ら
死
を
選

ん
だ
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
現
役
時
代
は
、
明

る
く
ひ
ょ
う
き
ん
な
生
徒
で
し
た
。
就
職
し

て
我
が
道
を
堅
実
に
歩
ん
で
い
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
は

今
ま
で
生
徒
た
ち
に
何
を
伝
え
て
き
た
の
だ

ろ
う
？
何
を
伝
え
忘
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
？

苦
し
い
自
問
自
答
を
長
い
間
繰
り
返
し
ま
し

た
。
確
か
に
、
地
球
の
素
晴
ら
し
さ
や
、
生
き

る
楽
し
さ
は
伝
え
て
き
た
つ
も
り
で
し
た
。

け
れ
ど
、
ど
れ
だ
け
命
が
尊
く
、
自
分
自
身
の

存
在
が
ど
れ
だ
け
貴
重
で
あ
る
の
か
。
そ
れ

を
伝
え
き
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。「
こ
の
世
界

に
生
き
る
あ
ら
ゆ
る
命
の
重
み
は
等
し
く
、

そ
し
て
尊
い
。
も
ち
ろ
ん
君
の
命
も
」
と
、
そ

う
、
伝
え
、
ら
れ
、
た
ら…

。
今
も
、
悔
い
が

残
り
ま
す
。 

「
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
の
誕
生
」 

こ
の
地
球
上
か
ら
や
が
て
僕
も
消
え
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
ま
で
探
検
し
て
き
た
地
球
の
渓

谷
の
驚
異
、
誰
も
目
に
し
た
こ
と
の
な
い
絶

景
、
生
き
物
た
ち
の
気
高
さ
と
美
し
さ
、
沢
登

り
の
深
い
喜
び…

。
溢
れ
る
く
ら
い
の
そ
ん

な
思
い
を
抱
え
て
僕
は
ひ
と
り
で
死
ん
で
い

っ
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
願
わ
く
ば
、
僕
が

こ
の
地
上
か
ら
消
え
て
も
こ
の
素
晴
ら
し
い

世
界
が
ず
っ
と
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
未
来
に
向
け
て
何
か
を
伝
え
た

い
。
そ
ん
な
衝
動
が
日
増
し
に
強
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。 

そ
ん
な
折
、
学
校
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自

然
体
験
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
な
い

か
と
い
う
提
案
を
も
ら
っ
た
の
で
す
。「
よ
っ

し
ゃ
、
や
る
っ
き
ゃ
な
い
！
」
僕
は
即
答
し
ま

し
た
。 

 

こ
う
し
て
強
烈
な
自
然
体
験
と
命
の
学
び

を
両
輪
と
し
た
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
が
誕
生
し

た
の
で
す
。
自
分
自
身
に
と
っ
て
、
こ
の
取
り

組
み
は
仕
事
で
は
な
く
人
生
の
一
つ
の
到
達

点
で
も
あ
り
ま
す
。「
ヒ
ト

50

ニ
シ
テ
天
命

ヲ
シ
ル
」
そ
ん
な
使
命
に
や
っ
と
辿
り
つ
い

た
気
が
し
ま
し
た
。 

 
2015

年
よ
り
始
ま
っ
た
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス

は
、
西
表
島
サ
バ
イ
バ
ル
や
知
床
岬
徒
歩
到

達
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
屋
久
島
の
巨
大
杉
探
索
な

ど
、
年
に
１
，
２
回
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
型

企
画
と
毎
週
木
・
金
曜
日
午
後
の
選
択
授
業

の
中
で
積
み
上
げ
て
い
く
命
の
学
び
を
軸
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で11

年
目
。
岩
登
り
、

沢
登
り
、
サ
バ
イ
バ
ル
と
い
っ
た
ホ
ン
モ
ノ

の
自
然
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
活
動
は

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
環
境
破
壊
（
地
球
温
暖

化
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
、、、）
の
現
地
学
習
、
世

界
で
起
こ
っ
て
い
る
紛
争
（
ガ
ザ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、、、）
の
学
び
や
募
金
活
動
な
ど
へ
と
大
き

く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。 

 

「
未
来
へ
の
責
任
」 

 

グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
自
然
体
験
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、「
高

校

生
た

ち
に
何
か

あ
っ
た

ら
ど

う
す

る
！
？
」
と
ま
っ
と
う
な
意
見
を
も
ら
う
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
で
も
、「
大
人
の
責
任

か
ら
逃
れ
た
く
な
い
」
と
思
い
続
け
て
来
ま

し
た
。
僕
ら
先
に
生
き
る
者
の
責
任
と
は
、
次

の
世
代
に
生
き
る
力
と
知
恵
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
そ
れ
は

シ
ン
プ
ル
で
す
が
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
覚
悟
を
持
っ
て
自
分
の
体
を
張
ら
な

け
れ
ば
決
し
て
達
成
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

重
た
す
ぎ
る
責
任
な
の
で
す
。
で
も
、
僕
ら
が

そ
こ
か
ら
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
れ
ば
、
子
供

た
ち
に
何
が
伝
わ
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う

か
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
覚
悟
を
も
っ
て
グ
レ
ー
ト
ア

ー
ス
を
続
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
！ 

  

僕
は
こ
の
人
生
を
本
気
で
遊
び
続
け
て
い

ま
す
。
誰
に
諭
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
教
え
ら

れ
る
の
で
も
な
く
、
遊
び
続
け
た
果
て
に
黄

柳
野
高
校
で
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
と
い
う
大
切

な
学
び
に
辿
り
つ
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
若
い

人
た
ち
に
大
自
然
の
中
で
精
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
ほ
し
い
と
伝
え
た
い
の
で
す
。 

  

遊
ん
で
遊
ん
で
そ
の
中
か
ら
出
て
き
た
答

え
こ
そ
が
重
み
を
も
つ
！ 

大
自
然
の
中
で
ま
っ
す
ぐ
に
育
っ
た
感
性

は
、
決
し
て
間
違
っ
た
未
来
の
選
択
を
し
な

い
。 

そ
う
僕
は
信
じ
て
い
ま
す
。 

ど
ん
な
に
傷
つ
い
て
も
、
地
球
の
未
来
を
信

じ
て
生
き
て
い
く
。 

僕
は
そ
う
決
め
た
の
で
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黄
柳
野
高
校
グ
レ

ー
ト
ア
ー
ス
担
当 

成
瀬
陽
一 

か
と
い
う
提
案
を
も
ら
っ
た
の
で
す
。「
よ
っ

し
ゃ
、
や
る
っ
き
ゃ
な
い
！
」
僕
は
即
答
し
ま

し
た
。 

こ
う
し
て
強
烈
な
自
然
体
験
と
命
の
学
び
を

両
輪
と
し
た
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
が
誕
生
し
た

の
で
す
。
自
分
自
身
に
と
っ
て
、
こ
の
取
り
組

み
は
仕
事
で
は
な
く
人
生
の
一
つ
の
到
達
点

で
も
あ
り
ま
す
。「
ヒ
ト
五
〇
ニ
シ
テ
天
命
ヲ

シ
ル
」
そ
ん
な
使
命
に
や
っ
と
辿
り
つ
い
た

気
が
し
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
五
年
よ
り
始
ま
っ
た
グ
レ
ー
ト
ア

ー
ス
は
、
西
表
島
サ
バ
イ
バ
ル
や
知
床
岬
徒

歩
到
達
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
屋
久
島
の
巨
大
杉
探

索
な
ど
、
年
に
一
，
二
回
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

大
型
企
画
と
毎
週
木
・
金
曜
日
午
後
の
選
択

授
業
の
中
で
積
み
上
げ
て
い
く
命
の
学
び
を

軸
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
十
一
年
目
。
岩

登
り
、
沢
登
り
、
サ
バ
イ
バ
ル
と
い
っ
た
ホ
ン

モ
ノ
の
自
然
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
活

動
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
環
境
破
壊
（
地
球

温
暖
化
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
、、、）
の
現
地
学
習
、

世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
紛
争
（
ガ
ザ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、、、）
の
学
び
や
募
金
活
動
な
ど
へ
と
大

き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。 

「
未
来
へ
の
責
任
」 

 

グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
自
然
体
験
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、「
高

校
生
た

ち
に

何
か

あ
っ
た

ら
ど
う
す

る
！
？
」
と
ま
っ
と
う
な
意
見
を
も
ら
う
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
で
も
、「
大
人
の
責
任

か
ら
逃
れ
た
く
な
い
」
と
思
い
続
け
て
来
ま

し
た
。
僕
ら
先
に
生
き
る
者
の
責
任
と
は
、
次

の
世
代
に
生
き
る
力
と
知
恵
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
そ
れ
は

シ
ン
プ
ル
で
す
が
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
覚
悟
を
持
っ
て
自
分
の
体
を
張
ら
な

け
れ
ば
決
し
て
達
成
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

重
た
す
ぎ
る
責
任
な
の
で
す
。
で
も
、
僕
ら
が

そ
こ
か
ら
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
れ
ば
、
子
供

た
ち
に
何
が
伝
わ
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う

か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
覚
悟
を
も
っ
て
グ
レ
ー
ト

ア
ー
ス
を
続
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
！ 

 

僕
は
こ
の
人
生
を
本
気
で
遊
び
続
け
て
い

ま
す
。
誰
に
諭
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
教
え
ら

れ
る
の
で
も
な
く
、
遊
び
続
け
た
果
て
に
黄

柳
野
高
校
で
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
と
い
う
大
切

な
学
び
に
辿
り
つ
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
若
い

人
た
ち
に
大
自
然
の
中
で
精
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
ほ
し
い
と
伝
え
た
い
の
で
す
。 

  

遊
ん
で
遊
ん
で
そ
の
中
か
ら
出
て
き
た
答

え
こ
そ
が
重
み
を
も
つ
！ 

大
自
然
の
中
で
ま
っ
す
ぐ
に
育
っ
た
感
性

は
、
決
し
て
間
違
っ
た
未
来
の
選
択
を
し
な

い
。 

そ
う
僕
は
信
じ
て
い
ま
す
。 

ど
ん
な
に
傷
つ
い
て
も
、
地
球
の
未
来
を
信

じ
て
生
き
て
い
く
。 

僕
は
そ
う
決
め
た
の
で
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黄
柳
野
高
校
グ
レ

ー
ト
ア
ー
ス
担
当 

成
瀬
陽
一 

ま
す
。
誰
に
諭
さ
れ
る
の
で
も
な
く
、
教
え
ら

れ
る
の
で
も
な
く
、
遊
び
続
け
た
果
て
に
黄

柳
野
高
校
で
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
と
い
う
大
切

な
学
び
に
辿
り
つ
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
若
い

人
た
ち
に
大
自
然
の
中
で
精
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
ほ
し
い
と
伝
え
た
い
の
で
す
。 

遊
ん
で
遊
ん
で
そ
の
中
か
ら
出
て
き
た
答
え

こ
そ
が
重
み
を
も
つ
！ 

大
自
然
の
中
で
ま
っ
す
ぐ
に
育
っ
た
感
性

は
、
決
し
て
間
違
っ
た
未
来
の
選
択
を
し
な

い
。
そ
う
僕
は
信
じ
て
い
ま
す
。 

ど
ん
な
に
傷
つ
い
て
も
、
地
球
の
未
来
を
信

じ
て
生
き
て
い
く
。 

僕
は
そ
う
決
め
た
の
で
す
。 

 

黄
柳
野
高
校
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
担
当 

 

成
瀬
陽
一 


